　
	室名
	現況（㎡）

	資料収蔵庫
	25

	格納庫（器具庫）
	16

	展示室
	200

	理科学習室（実験室）
	85

	資料研究室
	85

	図書室
	45

	事務室・会議室
	40

	共用
	85

	計
	581




拡充





■子ども科学図書館の現況





■科学館としての機能強化





・特設展示室（常設とは別途の企画展示）


・工作室


・サイエンスホール(サイエンスショー、


児童生徒の科学展、ロボットコンテスト等)


・プラネタリウムまたはミニシアター


・実験準備室


・スタッフルーム（スタッフミーティング、


ボランティア控室等）





■科学館の施設構成（案）


※以下は想定される最大の面積であり、図書館本体及び点字図書館との調整必要


□展示エリア　　　　　900㎡


　・常設展示


　・特設展示


　・プラネタリウムまたはミニシアター


□実験・学習エリア　　350㎡


　・実験室


　・学習室


　・工作室


　・サイエンスホール


□管理エリア　　　　　　250㎡


　・資料収蔵庫


　・格納庫


　・実験準備室（資料研究室含む）


　・スタッフルーム（事務室含む）





□その他共用エリア　　　500㎡


　・エントランス（情報コーナーを含む）


・トイレ


　・通路、エレベーター、階段





現在、子ども科学図書館にある「平田文庫」は


新図書館の貴重書庫において保管


科学館には図書室は設置せず新図書館との連携を図る。ただし、実験・学習エリアには図鑑、科学事典等コーナーを設置


科学館の設置運営は高知市が行う。ただし、県内全域を対象とするため、設置運営経費は県・高知市で負担する。





科学館本体


小計1,500㎡





総計2,000㎡








